
 

 

 

 

 

  

梅雨が明け、ますます日差しが強くなりました。朝、校庭の気温（WBGT）を測ると、すでに３０℃近く、校庭で

の活動が制限される状況です。熱中症喚起をこまめに行い、安全に過ごせるように見守っていきます。 

健康診断は残すところ、５年生対象の脊柱側弯症検診と４年生（希望者）対象の色覚検査のみとなりました。

ご協力ありがとうございました。治療勧告等が配布されたご家庭は、なるべく早い受診をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 日 時   令和５年７月１１日（火） １６：１０～１６：５０まで （受付：１６：００から） 

〇 場 所   視聴覚室 （※参加人数により変更の可能性があります） 

〇 内 容   （１） 健康診断結果報告 

（２） 体力テスト結果報告 

（３） 多様な性についての学習方法の検討 

   

 

7月 5日(水) ５年生対象 脊柱側彎症検診 

7月７日（金） ４年生（希望者）対象 色覚検査 

7月１１日（火） 第１回学校保健委員会 

令和５年６月３０日 

大和田小  保健室 

養護教諭 鈴木杏南 

 

男子の約５％（２０人に１人）、女子の約０．２％（５００人に１人）に生まれつき色覚に特

性（見分けにくい色がある）があります。色覚の特性は、本人には自覚のない場合が多

く、保護者も気付いていない場合が少なくありません。 

色覚に特性のある児童に配慮した指導ができるよう、毎年４年生に手紙を配布し、希

望者を対象に色覚の検査を行っています。 

４年生以外でも検査は可能ですので、希望する方は、担任を通してご連絡ください。 

脊柱（背骨）は、横から見ると前後に自然なS字カーブをえがいていて、 

正面から見るとまっすぐなのが正常です。それが、何らかの原因により、正面

から見た時に横に曲がってしまうことを側弯症といいます。 

 体の中心である脊柱が曲がってしまうと、肋骨など骨格全体がゆがみ、腰

や背中など体のいろいろな部分に不調が出ます。また、内臓にも悪い影響を

与えます。そこで、三次元モアレ撮影で脊柱の状態を検査します。 

昨年度の学校保健委員会では、「多様な性について学びを深めよう（教職員対象）」

をテーマに協議を行いました。今年度は、子供たちが、多様な性について学ぶため

に効果的な学習方法について、学年ごとに検討していきたいと思います。 

 
参加申し込みありがとう

ございます！ 



  

 

 

 

 

 

【改めてご連絡】 

感染症にかかった

際の登校届は不要

になりました。 

出席停止期間は、

医師の指示に従っ

てください。 


